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この結晶に於ては不純物スピン波のモードは， 結晶の対称性を反映して s 型， p 型， d 型および f
型の対称性をもっモードに分類出来る。我々はそれぞれの対称性をもっモードについてそれらが局
在波として出現する為の条件，および局在波として出現した時のそれらの持つエネノレギーを，次の
四つのノマラメーター即ち α(ニ I J' I /J)， β(=S'/S) ， ò(ニ D/Jz) および ò'(ニ D'jJz) (但しここで
J, S, D はそれぞれ host スピンに関する副格子間最近接スピン聞の交換積分， スピンの大きさ，お









者のスピンの零点収縮は二つのパラメーター α および 3 の両方の振動関数であることが示された。
更に我々は，不純物スピン波の問題と関連して， MnF2 の光の吸収スペクト jレ中に最近観測され
た三つのマグノン側線 σ1 ， 02, n1 の吸収係数を，田辺，守谷，菅野によって与えられた effective
spin-dependent electric dipole moment にもとずいて理論的に研究した口これらのマグノン側線は
Mn2+ イオンの 6A1g (6S) なる基底状態から 4T1g (4G) なる励起状態への電子遷移と一つのスピン波
の放出とが同時に起る過程から生ずる乙とが知られているが，励起状態にある Mn2+ イオンはスピン
波スペクトノレに対して不純物スピンとして影響を及ぼすはずである。今までに発表されている理論と
異なって，本研究ではこの不純物の効果をとり入れて議論する。 この MnF2 のスピン波側線の理論












本論文は， 反強磁性体での不純物原子の存在によってひきおこされる spin wa ve spectrum の変
化を一般的に論じ，この理論を二，三の具体的な現象に応用した理論研究である。応用についてはと
くに光の吸収でのいわゆる magnon side band について，不純物効果の重要性を指適し， MnF2 に
ついて詳細な計算を行なって実験結果と比較する。
Heisenberg 模型が適用される絶縁体反強磁性体において， 1 コの磁性イオンが与えられた不純物
原子によっておきかえられた場合を考える D 不純物原子とまわりの母体の原子との聞の交換相互作用
の定数，および不純物原子のスピンの大きさが共に母体での値とこととなるとする。このとき，素励
起としての spin wave を考える。不純物原子のスピンの大きさ，母体原子のスピンとの交換相互作








吸収のさいに，イオンの電子状態聞の遷移に加えて 1 コの spin wave が放出される magnon side 
band においては，乙の不純物効果が直接に観測される筈である口 MnF2 について従来の理論では，
偏光の方向によって変る吸収の極大の位置を定量的に説明することができなった。利根川君の詳細な
計算によれば，不純物効果を考えに入れることによって，実験と理論とのズレをかなり締めることが
でき，その璽要性が明らかになった。
利根川君の論文は，計算の困難さのためにあまり考えられていなかった反強般性体での spinwave 
への不純物効果の問題を詳細に議論し， くわしい数値計算によって定量的な指針を与えたものとして
高く評価される。とくに光の吸収の問題は今後の発展に寄与するところが多い口よって本論文は，理
学博士の学位論文として十分価値あるものと認める。
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